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　 We 　carr ）x　out 　direct　numericai 　sirnulation 　of 　an 　incoinpressible　eoaxial 　jet　issuing　into　a　cylindrical 　eharnber ．

　 Active　control 　is　imposed　at　the　nozzle 　to　enhance 　the 　mixing ．　 Budget　analysis 　reveals 　diff6rent　dynamic

　 processes　taking　place　in　the　evolution 　of 　streamwise 　structure 　in　the正nner 　and 　outcr 　shear 　layers．

　ガ ス タービ ン 燃焼器 を模擬 した 同軸噴流に お け る詳細な

物 質 軸 送 ・混合 制 御機構を 解 明 す る た め，直接数値計算

｛DNS ）を 行 っ た，本 発 表 で は特 に，能 動 制 御 に よ り生 じる

渦輪 の 三 次元 化の 過程 に注 目 し，渦輪の 崩壊に 先立 っ て 現

れ る縦渦構造 の 成長機 構 を，渦 度乱 れ 強 さの 輸送 方 程 式 に

基づ い て 明 らか にす るこ とを 目的 とす る．
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Fig．1　Computatiena］model ，

　 図 1の よ うな 計算領域 に お い て，計算領域，環 状ノ ズル ，

中心 ノズル の 直 径 （半径 ） をそ れぞれ Dw （Rw ），　 D 。（R。），　D ，
（R

，
）とし，各形状パ ラ メ

ー
タを拡大比D ．！D 。

− 2，直径比 D 、y

D ・・2，バ ル ク平均流速比 U 〆U 　− 6．4 と した．環 状噴流
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mo 　 　 m，t　 1

バ ル ク平 均流速 σ　と同軸 ノズル の 外側直径D で 定義 され　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o　 　 　 　 　 　 　 m ．o
る レイ ノル ズ数 Re ；UDlv ＝．1320と した．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mo 　 　o

　本研究で は ノ ズル近 傍 に放出す る渦輪の 周期と大 き さを

独立 に 制御で き る手法ω を，外 側 ノズル 直径 の 周 期的な 収

縮 と してモ デル 化 した もの   を 制御入力 と した．無次元の

収縮振 幅 と周波数 は，実 験 （L〕や 数 値 計 算   で 混合 の 大 幅 な

促 進を 確認で き た 周 波数 に 対応す る．

　内外剪断層に お い て軸方向渦度乱れ の ピーク に代表さ れ

る縦渦構造の 成長機構を明 らか に する た め ，以下の 位 椙平

均（3蝸 度乱 れ 強 さ の 輸 送 方程 式 の 評価 を 行 っ た ．
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各項の 数 学 的表 現 と流体 力学 的 な解釈 は文献 （4）・　（」）を 参 照 さ

れ た い ．本発 表で は ，こ れ らの 項 の 中で も特に 生成項 に 着

目す る ．

　表 1 は そ れ ぞ れ の 制御 位 相 で の 内 外 剪断層近傍 の

〈a ）、＞v．rms の ピー
ク位置 におけ る 各生 成項の 値で あ り，太字

で 示す も の が特に 貢献度の 大 きい 項 で あ る．表よ り，式 （1）

の 各生 成項の 中で も，特 に P却馬，PKm
’9v

　．　P＆
” ixv

の 寄与

が 支 配的 であ る と言 え る．外 側 剪 断層 近傍で 発生 す る 構造

の 渦 度 乱れ の生 成 は終 始 岬
V

  が 担っ て い る，ま た ，下流

で は Pj雪  ：
に よ る顕著 な負 の 生成 効果 の 影 響 を 受 けて い る．

こ れ に対 して 内側劈断層近傍で発生する構造の 成長機構は，

初め こ そ 平 均速度勾配 に 由来する PRm ’9
．
で あ るが，噴流軸

近傍に 対流する と同 時に z 方向の 伸張を表すPR野 γ
に取 っ

て代わ られ る．こ の よ うに，縦渦構造の 成長機構は 内外剪

断層 で 全 く異 な っ て い る，

参考文献

（1）Kurimoto ，N ．et 　al．，Proe ．5痴 レYorld　Corf 　Exp ．　Heat　Trattsfer

　 FlttiゴMech、　Thennoc“m ．，（2001 ），　pp．511 −516 ．

（2）Mtsuishi，　A ．　et　aL ，」．　Tu厂buL，7 （2006 ），　to　appear ．

（3）Hussain，A ．K．M ．F．　and 　Zaman，　K．B．M ．Q．，　J．　Flaidftlech．，101，

　 493 −544（1980 ）．

（4）Tennekes，　H ．　and 　Lumley，　J．L．，AFirst　Course　in　Turbulance，

　 （MIT 　Press，1972），　pp．81−88．

（5）Dimitropou畳os．　C．D ．　et　aL ，P勿概 Flu ゴdS．13，1016・1027．

Tablc，　l　 Phase・averaged 　pfi）（tUction　of 　the　strea 皿 wisevorticity 　fluotUation　intensity　in　the　vio 血 ity　of （a）the　inner　and （b）the　outcr 　shear 且aye 凪
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